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〔問 4〕

　　　（6－墨）

〔問 2〕 

問2

〔問 2〕

　　　　　　　正 答 表　　　　　数　　　　学

〔問 1〕 














 



















　      から

直線の傾きは
 

  
で，

点，は軸に関して対称である

ので，直線の傾きは，

　線分上の点  をとすれば，

で，から，

△



△








△

　　　 



△△

したがって，点を通り直線に平行

な直線と曲線との交点のうち座標が

正である点が条件を満たす。

　傾きと点の座標  から

直線の切片は，式は

点    がこの直線上にあるから，

　　　　　　  

整理し，から　 　
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問3(2)

5
 　 （答え）　 
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　　　　　　　正 答 表　　　　　数　　　　学

〔問 3〕 (1)
　　　【　証　　明　】

問3(1)

〔問 2〕        80       度
問2

5 〔問 2〕

〔問 3〕

問2

5
問3(1)

5
問3(2)

〔問 1〕

問1

〔問 1〕

問1

5 5

３ ４























△と△において，

に対する円周角であるから，

　　　…　①

条件から，で，

　　円周角の定理より

　　　…　②

①，②より

　組の角がそれぞれ等しいから，

　　△△

　正方形の対角線の交点を

とすると，

平面平面であることから，

点から平面までの距離はで，

点から平面までの距離は



，

　したがって，


△ 




△ 




　
△ 





△








△








 
△ 








　以上から　






